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本 研 究 の 目 的 は 、 国 内 外 の 地 域 開 発 に お け る フ ァ シ リ テ ー タ ー の 役 割 を 、 ESD（ 持 続 可 能 な 開 発

の た め の 教 育 ） の 視 点 か ら 分 析 し 、 ESD 人 材 養 成 に 向 け た 要 素 を 抽 出 す る こ と で あ る 。 ESD の 視 点

で あ る 持 続 可 能 性 の う ち 、社 会 的 公 正 に 焦 点 を あ て た 開 発 教 育 は 、そ の 理 念 や 手 法 を 途 上 国 に お け

る 開 発 プ ロ セ ス の あ り 方 か ら 学 ん で 来 た 。近 年 、途 上 国 に お け る 地 域 開 発 の 経 験 を 、逆 に 日 本 の 地

域 開 発 に 活 か す 試 み が 、広 く 国 際 協 力・開 発 協 力 の 分 野 で 進 ん で い る 。こ う し た 相 互 の 学 び 合 い の

潮 流 を 受 け て 、 開 発 教 育 が 日 本 の 地 域 開 発 に ど の よ う に 貢 献 し う る か を 、 ESD 人 材 育 成 と い う 観 点

か ら 考 え る 。  

本 研 究 の 出 発 点 と し て は 、途 上 国 に お け る 参 加 型 開 発 (PRA,PLA：参 加 型 農 村 調 査 法 、参 加 型 学 習

行 動 法 )と 東 南 ア ジ ア に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ イ ズ の 考 え 方 と 実 践 を も と に す る 。 次 に 日

本 に お け る 多 様 な 地 域 開 発（ こ こ で は 地 域 づ く り ま で を 広 く 含 め る ）に お け る フ ァ シ リ テ ー タ ー 的

な 役 割 を 担 う 機 能 を 整 理 し 、そ の 特 徴 の 分 析 を 試 み た 上 で 、両 者 を 比 較 検 討 し た 。具 体 的 に は 次 の

研 究 を 行 っ た 。  

１ ） 文 献 調 査  

   ① コ ミ ュ ニ テ ィ・オ ー ガ ナ イ ズ の 考 え 方 の 日 本 へ の 導 入 の 経 緯 と 現 状 に つ い て 、地 域 福 祉 実  

践 の 考 え 方 を 中 心 に 文 献 研 究 を 行 い 、 そ の 特 徴 の 把 握 を 試 み た 。  

   ② 近 年 、政 府 予 算 な ど の 配 分 が 増 加 し て い る 雇 用 促 進 や 地 域 再 生 に か か る 事 業 の 中 で 、ま ち  

づ く り 、 地 域 振 興 に 関 わ る キ ー パ ー ソ ン の 把 握 を 試 み た 。  

 ２ ） イ ン タ ビ ュ ー 調 査  

  ・ タ イ に お け る NGO の 役 割 の 調 査 と 、 日 本 に お け る 文 献 調 査 ② に あ た る 役 割 の 担 い 手 へ の 調  

査 。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔 地域開発 〕〔 ファシリテーター 〕〔 ESD人材養成 〕 



 

※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 個 人 － 報 告  

研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

研 究 計 画 で 挙 げ て い る 項 目 に 添 い な が ら 、 成 果 を 記 す 。  

 な お 、 本 研 究 で 用 い て い る 「 フ ァ シ リ テ ー タ ー 」 と い う 言 葉 は 、 課 題 解 決 型 の 学 習 フ ァ シ リ テ ー タ

ー と い う 意 味 で 使 用 す る 。 特 定 の 人 物 を 指 す 場 合 も あ れ ば 、 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 機 能 を 指 す 場 合 も あ

る 。 ま た 、 地 域 開 発 、 ま ち づ く り 、 地 域 づ く り な ど の 言 葉 は 、 厳 密 な 意 味 の 差 異 や 使 用 さ れ る 文 脈 が

多 岐 に わ た る が 、 本 研 究 で は フ ァ シ リ テ ー タ ー の 役 割 の 可 能 性 を 広 く 確 保 し て お く た め 、 特 定 の 文 脈

に 限 定 せ ず 、 地 域 に お け る 課 題 解 決 の プ ロ セ ス と い う 意 味 に お い て 使 用 す る 。 た だ し 、 本 研 究 に お け

る フ ァ シ リ テ ー タ ー の 役 割 は 、 行 政 か ら 付 与 さ れ た も の で は な く 、 市 民 の 発 意 に よ る も の を 指 す 。  

 

１ ） 開 発 フ ァ シ リ テ ー タ ー に 関 す る 先 行 研 究  

 海 外 に お け る 参 加 型 開 発 や 課 題 解 決 型 開 発 を 行 っ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 2 つ を 選 び 、 当 該 地 域 で

地 域 開 発 を 進 め る 理 念 、プ ロ セ ス 、ア プ ロ ー チ の 方 法 な ど に つ い て 現 地 調 査 お よ び 文 献 調 査 を 行 っ た 。

現 地 調 査 は タ イ ・ チ ェ ン マ イ に あ る ISDEP（ Institute for Sustainable Development and Education 

Promotion： 持 続 可 能 開 発 教 育 促 進 研 究 所 ） と い う 北 タ イ を 中 心 に 市 民 組 織 ・ NGO や 村 人 リ ー ダ ー の 人

材 養 成 を 行 う 組 織 を 調 査 し た 。 ま た 、 東 南 ア ジ ア に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ イ ズ を 実 施 す る 市

民 組 織 の ネ ッ ト ワ ー ク で あ る SEAPCP(South East Asia Popular Communications Programme： 東 南 ア ジ

ア 民 衆  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム )の 作 成 し た マ ニ ュ ア ル 『 Get Organized!』 を 手 が か り に 、 課

題 解 決 の プ ロ セ ス を 分 析 し た 。 両 者 に 共 通 す る フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン の プ ロ セ ス は 、 地 域 の 人 々 の 現 状

か ら 出 発 し て い る こ と で あ る 。 そ れ は 、 問 題 を 発 見 し 、 課 題 を 特 定 し 、 そ の 解 決 を は か る 主 体 は 、 い

ず れ も 地 域 の 人 々 （ 当 事 者 ） で あ り 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー の 役 割 は 、 そ う し た 一 連 の プ ロ セ ス を よ り 有

効 に 機 能 さ せ る た め の 介 入 で あ っ た り 、 学 び の 場 づ く り 、 情 報 提 供 な ど で あ る と い う こ と で あ る 。 さ

ら に 、 地 域 の 人 々 の 中 で も 特 に 、 歴 史 的 に も 、 法 的 に も 、 社 会 的 に 公 正 な 立 場 に 置 か れ て い な い 人 々

の 視 点 を 重 視 し て い る こ と が 大 き な 特 徴 で あ る こ と が 見 て 取 れ た 。  

 タ イ ・ チ ェ ン マ イ の 現 地 調 査 で は 、 参 加 型 開 発 の フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 機 能 を 持 つ の は 、 開 発 NGO の

ス タ ッ フ や 、 村 人 の 中 で も リ ー ダ ー 的 存 在 の 人 （ 宗 教 リ ー ダ ー や 若 者 リ ー ダ ー 等 ） で あ る 。 SEAPCP の

場 合 は 、外 部 の フ ァ シ リ テ ー タ ー（ 主 と し て 市 民 組 織 ）の 介 入 が き っ か け と な り 、プ ロ セ ス が 始 ま る 。

地 域 開 発 は プ ロ ジ ェ ク ト で は な く 、 プ ロ セ ス で あ る と い う 捉 え 方 は 、 デ ビ ッ ド ・ コ ー テ ン （ 1980） な

ど が 「 学 習 プ ロ セ ス ア プ ロ ー チ ： learning process approach」 と 呼 ぶ 考 え 方 に 基 づ い て お り 、 住 民 自

身 に よ る 組 織 的 な 学 び が 開 発 プ ロ セ ス の 推 進 力 と な る と す る 考 え 方 は 、 日 本 に お け る 地 域 社 会 教 育 と

通 じ る と こ ろ が 大 き い 。  

２ ） 日 本 国 内 に お け る 地 域 づ く り 、 ま ち づ く り の フ ァ シ リ テ ー タ ー に 関 す る 調 査  

 日 本 に お け る 地 域 に 関 わ る フ ァ シ リ テ ー タ ー 的 存 在 に は 、 そ の 歴 史 的 経 緯 の 視 点 か ら こ こ で は 2 つ

に 大 別 で き る 。ひ と つ は 従 来 の コ ミ ュ ニ テ ィ・ ワ ー カ ー 等 （ 住 民 ニ ー ズ 充 足 型 ）、も う ひ と つ は 近 年 増

加 し て い る NPO に よ る 地 域 活 性 化 を 目 指 し た 役 割 で あ る 。   

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ イ ズ と い う 概 念 が 日 本 に ど の よ う に 導 入 さ れ 、 受 容 さ れ て き た の か と い う

こ と だ が 、 東 南 ア ジ ア な ど の 途 上 国 で 共 有 さ れ て い る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ イ ズ の イ メ ー ジ は 、 市

民 自 身 に よ る 課 題 解 決 、 生 活 改 善 、 地 域 開 発 で あ る が 、 日 本 の 場 合 に は 、 そ の 導 入 時 の 「 共 同 福 利 の

為 に 協 力 す る 組 織 」（ 山 口 稔 、 2010）と い う 理 解 を し つ つ も 、社 会 福 祉 協 議 会 の 設 立 と と も に 、上 か ら

の 導 入 と い う 側 面 が あ る こ と も 指 摘 さ れ て い る 。 そ の た め 、 住 民 ニ ー ズ に い か に 応 え る か 、 と い う こ

と が 主 眼 と な り 、 地 域 住 民 の 生 活 に 密 着 し た 組 織 化 と は 趣 を 異 に し て い る 面 が あ る 。 そ の た め 、 フ ァ

シ リ テ ー タ ー 的 な 存 在 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ワ ー カ ー の 役 割 も 必 然 的 に 限 定 的 と な っ て い る よ う で あ

る 。  

 地 域 の 住 民 の 課 題 解 決 に 関 わ る ア ク タ ー と し て は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ワ ー カ ー 、 ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ

ー 、（ 学 校 ）地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、ま ち づ く り 協 議 会 、ま ち づ く り 専 門 家 な ど 、地 域 行 政 の 中 で 限 定

的 に そ の 役 割 が 付 さ れ て い る も の や 、NPO が 主 体 と な っ て い る 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、都 市 農 村 交 流 コ

ー デ ィ ネ ー タ ー な ど 、 厚 生 労 働 省 、 農 林 水 産 省 、 内 閣 府 な ど の 支 援 事 業 と し て 実 施 さ れ て い る も の な

ど が 近 年 増 加 し て い る 。  

 現 地 調 査 と し て は 、NPO に よ る 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 都 市 農 村 交 流 コ ー デ ィ ネ ー タ ー な ど へ の イ ン

タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し た 。 い ず れ の 聞 き 取 り に お い て も 、 活 動 分 野 が 非 常 に 多 岐 に 渡 り 、 か つ 総 合 的

で あ る こ と 、 職 業 と し て と い う よ り は 、 一 市 民 と し て ど の よ う に 地 域 に 向 か い 合 う か 、 と い う こ と が  
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重 視 さ れ て い る こ と な ど が 特 徴 と し て 浮 か び 上 が っ て き た 。 ま だ 課 題 と し て は 、 職 業 と し て 成 り 立 つ

よ う な 収 入 、 も し く は 予 算 措 置 の 困 難 な 面 、 地 域 に 関 わ る こ と の 継 続 性 、 持 続 性 （ 長 期 間 に わ た る こ

と な ど ） が 挙 げ ら れ た 。  

 

上 述 の 開 発 フ ァ シ リ テ ー タ ー と 地 域 に お け る フ ァ シ リ テ ー タ ー 的 な 存 在 を 、「 活 動 分 野 」「 具 体 的 な 呼

称 や 組 織 」「 役 割 ・ 機 能 」「 歴 史 （ 経 緯 ）」「 対 象 と す る 問 題 ・ 課 題 」「 課 題 の 特 定 の 方 法 」「 基 盤 と な る

価 値 観 ・ 原 則 」「 ス キ ル ・ 技 能 」「 そ の 他（ 組 織 的 な 要 因 ）」 の 項 目 を 設 定 し 、 比 較 し て い っ た 。 そ の 結

果 、 顕 著 に 差 異 が 認 め ら れ た の が 、 視 点 と 関 わ り 方 で あ っ た 。 視 点 と は 、 後 述 す る ESD の 視 点 に も 関

連 す る が 、 社 会 、 文 化 、 経 済 、 環 境 な ど へ の 総 合 的 な 視 点 が 開 発 フ ァ シ リ テ ー タ ー に は 明 ら か に 認 め

ら れ た が 、 従 来 の 地 域 に 関 わ る フ ァ シ リ テ ー タ ー 的 存 在 は 通 常 、 特 定 の 問 題 ・ 課 題 へ の 視 点 が 先 に あ

る た め 、 何 が 問 題 な の か 、 何 が 課 題 な の か 、 と い う こ と を 見 る 視 点 も お の ず と 限 定 さ れ て く る 。 一 方

で 、 近 年 生 ま れ て い る フ ァ シ リ テ ー タ ー 的 存 在 は 、 総 合 的 な 視 点 が 求 め ら れ て い る と 同 時 に 、 個 別 の

知 識 や ス キ ル も 求 め ら れ て お り 、 職 業 的 に は ま だ ま だ 成 り 立 ち に く い に も 関 わ ら ず 、 高 度 な ス キ ル が

必 要 と さ れ る 傾 向 に あ る 。 ま た 本 人 自 身 も そ れ を 目 指 し て い る よ う に 思 わ れ る 。  

 

３ ） ESD 人 材 養 成 に 向 け て （ 計 画 で は 具 体 的 な 養 成 内 容 に ま で は 言 及 し て い な い 。 こ こ で は 上 述 の １ ）

お よ び ２ ） か ら 見 え て き た 示 唆 に つ い て 述 べ た い 。  

 タ イ の 現 地 調 査 で は 、 日 本 の 開 発 教 育 の 教 材 を タ イ の 参 加 型 開 発 に 導 入 し て い る 事 例 も 見 た 。 そ れ

は 、 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に 伴 い 、 人 々 の 生 活 が 世 界 の 情 勢 に 大 き く 左 右 さ れ る こ と が 増 え た に も 関 わ

ら ず 、人 々 は グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 中 に 置 か れ て い る 状 況 を 理 解 し に く い 、と い う 問 題 意 識 が あ り 、

参 加 型 学 習 教 材 で あ り 、 か つ 、 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン 理 解 を 日 本 に お い て 促 進 す る た め の 教 材 が 、 同

時 に タ イ の 社 会 状 況 に も 応 用 で き る 部 分 が あ っ た と い う こ と で あ る 。 さ ら に 、 日 本 に お い て は 開 発 教

育 教 材 は 主 に 学 校 教 育 や 社 会 教 育 講 座 な ど で 用 い ら れ て い る が 、 タ イ の ケ ー ス で は 、 実 際 の 地 域 開 発

の プ ロ セ ス に お い て 位 置 づ け ら れ 、 人 々 の 学 び と し て 使 用 さ れ た こ と で あ る 。 こ の 応 用 の 仕 方 は 、 日

本 の 地 域 開 発 の プ ロ セ ス に お い て 、 ス キ ル あ り き で は な く 、 人 々 の コ ン テ キ ス ト に 合 わ せ て 必 要 な 学

び を 作 り 出 す 必 要 性 を 再 認 識 さ せ る も の で あ っ た 。  

 ESD 人 材 養 成 を 考 え る 場 合 、 ESD の 社 会 、文 化 、経 済 、環 境 そ れ ぞ れ か ら の 総 合 的 な 視 点 で 社 会 の 開

発 を 考 察 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー は 、 外 部 者 の 視 点 を 持 つ と 同

時 に 、 内 部 者 と し て の 市 民 の 視 点 も 共 有 で き る こ と が 期 待 さ れ る 。 SEAPCP の コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ

イ ザ ー は 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ オ ー ガ ナ イ ザ ー は 職 業 で は な い 。 一 生 続 く プ ロ セ ス だ 。」 と 言 っ て い る 。  

 人 材 育 成 へ の 視 点 と し て は 、学 び の 3 要 素 と し て 、「 視 点 」「 態 度 」「 ス キ ル 」が 導 き 出 さ れ た 。通 常

で は 、「 知 識 」 が 入 る と こ ろ だ が 、 む し ろ 社 会 や 人 々 を 捉 え る 「 視 点 」、 そ れ は 持 続 可 能 性 に つ な が る

視 点 で あ る と 考 え ら れ る が 、 そ の 視 点 を も っ て 問 題 や 課 題 の 設 定 を 考 え る と 、 単 に 人 々 の ニ ー ズ に 応

え る こ と が 地 域 開 発 な の で は な く 、 隠 れ た ニ ー ズ （ 上 述 の 社 会 、 文 化 、 経 済 、 環 境 の ） を 掘 り 起 こ し 、

課 題 と し て い く き っ か け を 作 る こ と が 、 外 部 者 で あ る フ ァ シ リ テ ー タ ー の 重 要 な 役 割 に な っ て く る 。  

 整 理 す る と 、 課 題 発 見 ・ 解 決 型 の 開 発 フ ァ シ リ テ ー タ ー 、 従 来 の 住 民 の ニ ー ズ に 応 え る 型 の コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ ワ ー カ ー 、 地 域 活 性 化 を 目 指 す フ ァ シ リ テ ー タ ー （ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ） と い う 大 き な 枠 組 み

が 見 え て く る 。 開 発 フ ァ シ リ テ ー タ ー と 地 域 活 性 化 を 目 指 す フ ァ シ リ テ ー タ ー に は 、 地 球 や 地 域 の 持

続 可 能 性 と い う ビ ジ ョ ン が 共 通 項 と し て 挙 げ る こ と が 可 能 で あ り 、 両 者 の 学 び 合 い の 可 能 性 は 高 い と

考 え ら れ る 。 今 後 は 、 住 民 （ 市 民 ） 自 身 に よ る 問 題 発 見 ・ 課 題 設 定 ・ プ ロ セ ス 作 り ・ 計 画 づ く り と い

う 点 か ら 、 日 本 の 地 域 開 発 へ の 示 唆 を よ り 深 く 検 討 し て い き た い 。  

 

 

 

 

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 、 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間

等 を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  

 



（様式３）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 個 人 － 報 告  

 

研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い 

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

 ①雑誌論文 

 １）上條直美，2011，「参加型学習を通じた日・タイ研究交流事業」『開発教育』58号：241-257頁 

  

 ②図書（予定） 

 ２）上條直美，2012，『アジア・太平洋におけるESD（仮）』明石書店 

  

 ④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 ＜学会発表＞ 

 ３）日本社会教育学会第58回研究大会，2011年9月18日，日本女子大学，「開発教育におけるESDの受容と課題」 

 ＜研究報告書＞ 

 ４）立教大学ESD研究センター・アジアチーム報告書，「参加型学習を通じた日・タイ研究交流事業～開発教育教材の活用とESD人材育

成」，2012 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


